父帰る（前半）
菊池　寛

一幕

　人物

 eq \o\ad(黒田賢一郎,　　　　　　　)　　　二十八歳

その弟　新二郎　　　二十三歳

その妹　おたね　　　二十歳

彼等の母おたか　　　五十一歳

彼等の父宗太郎

　時

明治四十年頃

　所

南海道の海岸にある小都会

　情景

中流階級のつつましやかな家、六畳の間、正面にeq \o\ad(\s\up 9(たんす),箪笥)があってその上に目覚時計が置いてある。前に長eq \o(\s\up 9(ひ),火)

eq \o(\s\up 9(ばち),鉢)がありeq \o(\s\up 9(や),薬)

eq \o(\s\up 9(かん),缶)から湯気が立っている。eq \o(\s\up 9(ちゃぶ),卓袱)台が出してある。賢一郎役所から帰って和服に着替えたばかりと見eq \o(\s\up 9(くつろ),え寛い)で新聞を読んでいる。母のおたかが縫物をしている。午後七時に近く戸外は暗し、十月の初。

賢一郎　おたあさん、おたねはどこへ行ったの。

母　仕立物を届けに行った。

賢一郎　まだ仕立物しとるの、もう人の家の仕事やこし、せんでもええのに。

母　そうやけど嫁入の時に、一枚でも余計ええ着物を持って行きたいのだろうわい。

賢一郎　（新聞の裏を返しながら）このあいだ言うとった口はどうなったの。

母　たねが、ちいと相手が気に入らんのだろうわい、向うはこれこれ言うてせがんどったんやけれどものう。

賢一郎　財産があると言う人やけに、ええ口やがなあ。

母　けんど、一万や、ニ万の財産は使い出したら何の役にもたたんけえな。家でもおたあさんが来た時には公債や地所で、二、三万円はあったんやけど、お父さんが道楽して使い出したら、笹につけて振る如しじゃ。
賢一郎　（不快なる記憶を呼び起こしたる如く黙している）……。

母　私は自分でeq \o(\s\up 9(こりごり),懲々)しとるけに、たねは財産よりも人間のええ方へやろうと思うとる。財産がのうても亭主の心掛がよかったら一生苦労せいでもeq \o(\s\up 9(す),済)むけにな。

賢一郎　財産があって、人間がよけりゃ、なおいいでしょう。

母　そんな事が望めるもんけ。おたねがなんぼ器量よしでも家には金がないんやけにな。この頃の事やけに少し支度をしても三百円や五百円は直ぐかかるけにのう。

賢一郎　おたねも、お父さんの為に子供の時随分苦労をしたんやけに、嫁入の支度だけでも出来るだけの事はしてやらないかん。私達の貯金が千円になったら半分はあれにやってもええ。

母　そんなにせいでも、三百円かけてやったらええ。その後でお前にも嫁をeq \o(\s\up 9(もろ),貰)うたら私も一安心するんや。私は亭主運が悪かったけど子供運はええ言うて皆言うてくれる。お父さんに行かれた時はどうしようと思ったがのう……。

賢一郎　（話題を転ずる為に）新は大分遅いな。

母　宿直やけに、遅うなるんや。新は今月からまた月給が上がる言うとった。

賢一郎　そうですか、あいつは中学校でよく出来たけに、小学校の先生やこしするのは不満やろうけど、自分で勉強さえしたらなんぼでも出世は出来るんやけに。

母　お前の嫁も探して貰うとんやけど、ええのがのうてのう。園田の娘ならええけど少し向うの方が格式が上やけにこれんかも知れんでな。

賢一郎　まだ二三年はええでしょう。

母　でもおたねを外へやるとすると、ぜひにももらはないかん、それで片が付くんやけに。お父さんがeq \o(\s\up 9(しゅっぽん),出奔)した時には三人の子供を抱えてどうしようと思ったもんやが……。

賢一郎　もう昔の事を言うても仕方がないんやけえに。

　（表の格子開き新二郎帰って来る、小学教師にしてeq \o(\s\up 9(び),眉)

eq \o(\s\up 9(もく),目)秀れたる青年なり）

新二郎　只今。

母　やあおかえり。

賢一郎　大変遅かったじゃないか。

新二郎　今日は調べものがたくさんあって、閉口してしもうた。ああ肩が凝った。

母　eq \o(\s\up 9(さっき),先刻)から御飯にしようと思って待っとったんや。

賢一郎　御飯がすんだら風呂へ行って来るとええ。

新二郎　（和服に着替えながら）おたあさん、たねは。

母　仕立物を持って行っとんや。

新二郎　（和服になってくつろぎながら）兄さん！　今日僕は不思議eq \o(\s\up 9(うわさ),な噂を)聞いたんですがね。杉田校長がeq \o(\s\up 9(ふるしんまち),古新町)で、家のお父さんによく似た人にあったと言うんですがね。

母と兄　うーむ。

新二郎　杉田さんが、古新町のeq \o\ad(\s\up 9(はたご),旅籠)屋が並んどる所通っとると、前に行く六十ばかりの老人がある。よく見るとどうも見たような事があると思って、近づいて横顔を見ると、家のお父さんに似ていたと言うんです。どうも宗太郎さんらしい、宗太郎さんなら右の頬にほくろがあるはずぢゃけに、ほくろがあったら声をかけようと思って、近よろうとするとeq \o(\s\up 9(すいじん),水神)さんの横町へ、コソコソとはいってしもうたと言うんです。

母　杉田さんならお父様の幼な友達で、一緒に槍の稽古をしていた人やけに、見違う事もないやろう。けどもうお前二十年にもなるんやけにのう。

新二郎　杉田さんもそう言うとったです。何しろ二十年も逢わんのやけに、しっかりした事は言えんけど、子供の頃からつきおうた宗太郎さんやけに、まるきり見違えたとも言えん言うてな。

賢一郎　（不安なひとみを輝かして）じゃ、杉田さんは言葉はかけなかったのだね。

新二郎　ほくろがあったら名乗るつもりでいたのやって。

母　まあ、そりゃ杉田さんの見違いやろうな。同じ町へ帰ったら自分の生れた家に帰らんことはないけにのう。

賢一郎　しかし、お父様は家の敷居は一寸越せないやろう。

母　私はもう死んだと思うとんや、家出してから二十年になるんやけえ。

新二郎　何時か、岡山で会った人があると言うんです。

母　あれも、もう十年も前の事じゃ。久保の忠太さんが岡山へ行った時、家のお父さんが、獅子や虎の動物を連れて興行しとったとかで、忠太さんを料理屋へ呼んで御eq \o(\s\up 9(ち),馳)

eq \o(\s\up 9(そう),走)をして家の様子を聞いたんやて。その時は金時計を帯にはさげたり、絹物づくめでエライ勢であったと言うとった。それからは何の音沙汰もないんや。あれは戦争のあった明くる年やけに、もう十二、三年になるのう。

新二郎　お父さんはなかなか変わっとったんやな。

母　若い時から家の学問はせんで、山師のような事が好きであったんや。あんなに借金が出来たのも道楽ばっかりではないんや。eq \o(\s\up 9(し),支)

eq \o(\s\up 9(な),那)へ千金丹を売り出すとか言うて損をしたんや。

賢一郎　（やや不快な表情をして）おたあさんおeq \o(\s\up 9(まんま),飯)を食べましょう。

母　ああそうやそうや。つい忘れとった。（台所の方へ立って行く、姿は見えずに）杉田さんが見たと言うのも何ぞの間違やろ。生きとったら年が年やけに、ハガキの一本でもよこすやろ。

賢一郎　（やや真面目に）杉田さんが、その男に会うたのは何日の事や。

新二郎　昨日の晩の九時頃じゃと言う事です。

賢一郎　どんな身なりをしておったんや。

新二郎　あんまり、ええみなりじゃないそうです。羽織も着ておらなんだと言う事です。

賢一郎　そうか。

新二郎　兄さんが覚えとるお父さんはどんな様子でした。

賢一郎　私は覚えとらん。

新二郎　そんな事はないでしょう。兄さんは八つであったんやけに、僕だってボンヤリ覚えとるに。

賢一郎　私は覚えとらん。昔は覚えとったけど、一生懸命に忘れようと、かかったけに。

新二郎　杉田さんは、よくお父様の話をしますぜ。お父さんは若い時は、ええ男であったそうですな。

母　（台所から食事を運びながら）そうや、お父様は評判のええ男であったんや。お父さんが、大殿様のお小姓をしていた時に、奥女中がおeq \o(\s\up 9(はし),箸)箱に恋歌を添えて、送って来たと言う話があるんや。

新二郎　何のために、箸箱をくれたんやろう。は丶丶丶丶。

母　eq \o(\s\up 9(うし),丑)の年やけに、今年は五十八じゃ。家にじっとして居れば、もう楽隠居をしている時分じゃがな。

（三人食事にかかる）

母　たねも、もう帰ってくるやろう。もうめっきる寒うなったな。

新二郎　あたあさん、今日浄願寺のeq \o(\s\up 9(むく),椋)の木でeq \o(\s\up 9(も),百)

eq \o(\s\up 9(ず),舌)がないとりましたよ。もう秋じゃ。……兄さん、僕はやっぱり、英語の検定をとる事にしました。数学にはええ先生がないけに。

賢一郎　ええやろう。やはり、エレクソンさんの所へ通うのか。

新二郎　そうしようと、思っとるんです、宣教師じゃと月謝がいらんし。

賢一郎　うむ、何しろ、一生懸命にやるんだな、父親の力借らんでも、一人前の人間にはなれると言う事を知らせる為に、勉強するんじゃな。私も高等文官をやろうと思うとったけど、規則が改正になって、中学校を出とらな、受けられん言う事になったからeq \o(\s\up 9(あきら),、諦め)とんや。お前は中学校を卒業しとるんやけに、一生懸命やってくれないかん。

　　（この時、格子が開いて、おたねが帰って来る。色白く十人並以上の娘なり）

おたね　只今。

母　遅かったのう。

おたね　また次のものを頼まれたり、何かしとったもんやけに。

母　さあ御飯おたべ。

おたね　（座りながら、やや不安なる表情にて）兄さん、今帰って来るとな、家の向う側に年寄の人がいて家の玄関の方じーと見ているんや。（三人とも不安な顔になる）

賢一郎　うーむ。

新二郎　どんな人だ。

おたね　暗くて、分らなんだけど、背の高い人や。

新二郎　（立って次の間へ行き窓から覗く）……

賢一郎　誰か居るかい。

新二郎　いいや、誰も居らん。

　　（兄弟三人沈黙している）

